
自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

久
々
に
解
き
放
た
れ
身
も
心
も
軽
い
休
日
　
　        

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

秋
で
す
ね
鈴
虫
の
音
色
に
今
夜
は
安
眠
　
　
　
　
　   

茶
　屋
　木
山
　輝
子

朝
露
に
濡
れ
青
虫
手
の
中
に
　
　
　
　
　
　   

　
　 

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

痛
む
腰
今
日
も
気
ま
ま
に
外
に
出
る
　
　
　
　
　
　
神
戸
上
　柴
田
　篤
子

畠
の
帽
子
は
た
は
た
と
漂
う
秋
の
猫
じ
ゃ
ら
し
　
　 

茶
　屋
　小
林
　道
子

風
が
秋
　
先
急
ぐ
病
葉
の
運
命
ひ
ら
ひ
ら
　
　        
生
　山
　渡

　圭
子

力
い
っ
ぱ
い
太
陽
を
吸
っ
て
吐
い
て
さ
あ
今
日
も
頑
張
ろ
う
　 

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

コ
ー
ヒ
ー
に
落
し
た
ミ
ル
ク
浮
く
一
人
の
朝
食        

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

会
っ
た
事
も
な
い
叔
父
の
名
前
を
な
ぞ
っ
て
み
た
忠
魂
碑  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

今
咲
く
訳
を
問
う
て
み
た
い
一
房
の
藤
の
花
　
　 

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

今
日
は
何
日
夫
と
朝
の
あ
い
さ
つ
　
　
　
　        

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

春
が
来
た
よ
と
玄
関
で
立
ち
舞
う
ツ
バ
メ
の
あ
い
さ
つ
廻
り 

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

小
畑
耕
し
身
に
合
っ
た
程
の
茄
子
や
胡
瓜
　
　        

茶
　屋
　木
山
　操
子

日
永
の
退
屈
か
ぼ
ち
ゃ
の
蔓
が
道
を
這
う
　
　     

茶
　屋
　小
林
　道
子

亡
き
人
偲
ぶ
箱
根
卯
木
の
紅
白
の
花
房
　
　
　
　
　 

生
　山
　渡
邊
　圭
子

緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ね
く
ね
登
り
山
の
上
に
私
の
家  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

野
分
去
り
　
静
か
な
夜
に
　
目
を
覚
ま
し
　
　     

萩
　原
　岡
本
　健
三

墓
参
り
　
巨
木
の
下
で
　
汗
を
ふ
く
　
　
　
　     

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

裏
庭
の
　
虫
の
競
演
　
夜
の
更
け
る
　
　
　
　     

宮
　内
　田
邊
登
志
美

お
の
道
の
　
萩
枝
垂
れ
し
　
フ
ミ
子
の
碑
　
　
　  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

年
月
の
　
巡
る
早
さ
よ
　
栗
の
飯
　
　
　
　
　
　  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

豊
作
や
　
稲
穂
見
事
に
　
か
が
や
き
て
　
　
　
　  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

虫
の
音
や
　
静
け
さ
つ
つ
み
　
実
の
こ
と
り
　
　  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

夏
ゆ
け
ば
紅
く
映
え
ぬ
る
曼
珠
沙
華

　
　
　
ひ
っ
そ
り
咲
き
て
秋
を
待
ち
わ
び

山
路
を
栗
や
ア
ケ
ビ
を
見
つ
け
て
燥
ぐ

　
　
　
秋
を
楽
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

上
石
見
　福
田
　輝
之

老
妻
と
箸
が
触
れ
あ
う
食
卓
で

　
　
　
　
　
　
又
も
話
題
は
孫
子
の
安
否

湯
　河
　山
田
　司
郎

背
高
く
伸
び
に
伸
び
た
る
コ
ス
モ
ス
の

　
　
　
　
　
　
周
り
見
下
し
天
下
取
り
た
る

生
検
で
ガ
ン
の
宣
告
逃
れ
た
よ

　
　
　
　
　
　
ほ
っ
と
一
息
心
晴
れ
ば
れ

下
石
見
　浅
川
　三
郎

出
来
秋
を
謳
っ
て
走
る
コ
ン
バ
イ
ン

　
　
　
イ
タ
シ
ガ
ル
か
ら
ア
ワ
テ
テ
脱
穀
な

隅
刈
り
で
分
か
る
今
年
の
稲
の
出
来

　
　
　
カ
マ
は
研
い
だ
が
ハ
シ
マ
は
マ
ダ
カ

神
戸
上
　久
代
　安
敏
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る

手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、

手
話
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
日

南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の

ペ
ー
ス
で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

・
　６
日（
日
）・
20
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)「手話表現には、色々な表現方法があります。」

11
月
の
日
程

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

松　本　利　雄　　 91歳　　　 丸　山
西　村　謙　二　　 59歳　　　 菅　沢
坪　倉　精　一　　 82歳　　　 湯　河
藤　森　花　代　　 88歳　　　 　霞　
竹　本　佐津子　　 88歳　　　 　霞　
松　岡　規　文　　 74歳　　　 新　屋
西　村　　　豊　　 93歳　　　 萩　原
川　田　理　史　　 88歳　　　 河　上
吉　川　　　堯　　 88歳　　　 花　口
木　村　英　江　　 96歳　　　 佐木谷
櫃　田　峰　枝　　 98歳　　　 三　吉
（令和４年９月13日～令和４年10月15日受付分）

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 
れい

あき と

ご誕生おめでとうございます

青　戸　　　伶　   結　真　　　　霞　

中　田　暁　仁　   梨　奈　　　生　山

令和４年９月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,922（ −  8）  ■人 口  4,189（ −  9）
■    男 1,986（ −  5）  ■　  女  2,203（ −  4）

５指を折り曲げた両手を
右肩の前で上下する

「
祭
り
」

「
会
場
」

よ

は
し
ゃ

さ
だ
め

間
　
食

コ
　  

グ

両手の指先を付け
左右斜め下へ引く

５指を折り曲げ
下に向け軽くおろす


